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「しいの実グループ」
　町内各地区から集められる牛乳パックの整理に取り組んでいます。
　町でごみの分別・リサイクルが始まったのを機に発足して17年、
メンバーは世代や生活環境も違いますが、少しでもお役に立てたらと、
忙しい日々のなかから毎月1〜2回活動しています。
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グループ紹介
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平
成
24
年
９
月
定
例
会
は
、
９
月
５
日
か
ら
19
日
ま
で
の
15
日

間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
た
。
平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
や

条
例
、
人
事
案
件
な
ど
18
件
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
す

べ
て
採
択
と
な
っ
た
。
ま
た
、議
員
提
出
議
案
は
３
件
提
出
さ
れ
、

す
べ
て
可
決
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
７
名
の
議
員
が
町
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
を

行
っ
た
。

立山北部小学校改築により
子どもたちの安全を確保

補正予算 8億9,442万円を計上
一般会計予算総額 112億3,447万円に

─完成すれば町の学校の耐震化率は100%に─

立山北部小学校改築事業�5億8,884万円
　来年度に予定されていた立山北部小学校改築は、国庫
補助金が前倒しでついたため、今回の補正となった。一
刻も早く安全な校舎の建設が望まれる。

学校通学道路維持補修事業� 1,645万円
　通学路における事故を受け、これまで行われた通学路点検
に基づく、安全性向上のための事業である。

その他の主な事業
▪立山中央小学校アスベスト対策事業� 4,000万円
▪ポリオ生ワクチンを不活化ワクチンにする事業
� 1,041万円
▪中学３年生までの入院費を無料にする事業� 150万円

など　

財政調整基金に積み立て�1億2,000万円
　地方交付税が補正として２億 4,931万円積み増しされ
たことにより、今回の積み立てとなった。23年度末での
財政調整基金残高は、７億785万円である。
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総
務
課

Ｑ　
旧
保
健
セ
ン
タ
ー
売

却
後
の
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去

費
用
は
。

Ａ　
購
入
者
の
事
前
調
査

で
煙
突
の
断
熱
材
に
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し

た
た
め
、
除
去
に
要
す
る

経
費
は
２
０
０
万
円
相
当

で
あ
る
。

企
画
政
策
課

Ｑ　
役
場
庁
舎
内
の
非
常

用
電
源
工
事
の
内
容
は
。

Ａ　
現
在
、
町
の
非
常
用

電
源
は
、
防
災
無
線
と
衛

星
電
話
の
み
で
あ
る
。
電

算
室
の
電
源
確
保
と
空
調
、

及
び
非
常
時
に
役
場
窓
口

の
各
種
証
明
発
行
に
対
応

す
る
た
め
の
工
事
で
あ
る
。

税
務
課

Ｑ　
固
定
資
産
税
の
歳
入

予
算
減
額
の
要
因
は
。

Ａ　
平
成
24
年
度
は
評
価

替
え
の
年
で
あ
り
、
国
の

家
屋
評
価
基
準
が
当
初
の

見
込
み
よ
り
下
が
っ
た
た

め
で
あ
る
。

教
育
委
員
会

Ｑ　
立
山
北
部
小
学
校
を

学
校
統
合
の
受
け
皿
と
い

う
建
設
計
画
を
し
て
い
る

が
、具
体
的
な
方
向
性
は
。

Ａ　
学
校
適
正
配
置
検
討

委
員
会
を
設
置
し
、
前
回

の
提
言
も
含
め
、
答
申
に

基
づ
き
対
応
す
る
。

消
防
署

Ｑ　
地
獄
谷
周
辺
の
火
山

ガ
ス
対
策
は
。

Ａ　
ガ
ス
マ
ス
ク
や
携
帯

用
ガ
ス
測
定
器
等
を
購
入

し
、
登
山
者
の
安
全
確
保

に
努
め
る
。

健
康
福
祉
課

Ｑ　
い
き
い
き
長
寿
セ
ン

タ
ー
や
下
段
保
育
所
、
新

川
保
育
所
の
地
下
タ
ン
ク

の
工
事
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ　
地
下
の
燃
料
タ
ン
ク

は
、
流
出
防
止
対
策
関
連

法
に
基
づ
き
、
一
番
安
価

な
地
上
タ
ン
ク
に
切
り
替

え
る
も
の
。

Ｑ　
予
防
接
種
・
ワ
ク
チ

ン
接
種
委
託
料
が
増
え
て

い
る
の
は
何
故
か
。

Ａ　
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン

が
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
に
な

り
、
一
人
当
た
り
の
摂
取

回
数
が
二
回
か
ら
四
回
に

増
え
た
か
ら
で
あ
る
。

農
林
課

Ｑ　
イ
ノ
シ
シ
被
害
対
策

と
し
て
の
「
く
く
り
罠
」

設
置
講
習
料
に
つ
い
て
問

う
。

Ａ　
「
く
く
り
罠
」
購
入

費
用
は
、
国
か
ら
町
有
害

鳥
獣
対
策
協
議
会
に
直

接
交
付
さ
れ
る
が
、
講

習
料
は
交
付
さ
れ
な
い
。

従
っ
て
、
長
野
県
で
年
間

５
０
０
頭
捕
獲
し
て
い
る

方
を
講
師
と
し
て
呼
ぶ
費

用
で
あ
る
。

か
ら
で
あ
る
。

通
学
路
の
安
全
確
保
に

白
線
や
ポ
ス
ト
コ
ー
ン
を
設
置

役場庁舎内の非常用電源確保
窓口の各種証明発行に対応

委
員
会
の
審
議

総務教育常任委員会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

建
設
課

Ｑ　
釜
ヶ
渕
特
定
公
共
賃

貸
住
宅
の
入
居
者
募
集
広

告
に
つ
い
て
、
な
ぜ
行
う

の
か
。

Ａ　
現
在
３
室
が
空
き
部

屋
で
、
今
後
も
増
え
る
見

込
み
か
ら
、
町
外
の
方
に

も
入
居
募
集
を
案
内
す
る イノシシ捕獲用

「くくり罠」

設置されている
ポストコーン

住民課窓口

Ｑ　
児
童
の
通
学
路
で
町

道
の
改
修
費
用
が
挙
が
っ

て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
か
。

Ａ　
児
童
の
安
全
に
つ
い

て
、
通
学
路
点
検
に
基
づ

き
、
白
線
や
ポ
ス
ト
コ
ー

ン
設
置
な
ど
を
行
う
。

住
民
課

Ｑ　
放
置
自
転
車
の
条
例

で
、
通
知
方
法
は
ど
う
す

る
の
か
。

Ａ　
町
広
報
や
駐
輪
場
に

看
板
を
設
置
す
る
。
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高嶋清光議員 一般質問

歴
史
と
文
化
薫
る

ま
ち
づ
く
り
事
業
の
内
容
は

地
域
資
産
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
に

新
瀬
戸
地
区
が
選
ば
れ
る

議
員　
歴
史
と
文
化
薫
る

ま
ち
づ
く
り
計
画
策
定
支

援
委
託
の
事
業
内
容
は
。

企
画
政
策
課
長　
地
域
の

議
員　

６
月
議
会
で
、

現
在
改
築
予
定
の
立
山

北
部
小
学
校
は
統
合
の

受
け
皿
と
答
弁
し
た

が
、
ど
こ
の
学
校
と
の

統
合
か
。
場
所
・
設
計

で
ど
の
よ
う
に
配
慮
し

た
の
か
。

振
興
や
活
性
化
を
図
る
県

の
事
業
で
あ
る
。

　

今
後
３
年
間
の
ま
ち
づ

く
り
事
業
計
画
を
策
定

し
、
ソ
フ
ト
事
業
や
施
設

地
域
振
興

改築予定の
立山北部小学校

池田浄瑠璃を演じる新瀬戸小学校の児童

北部小学校を統合の受け皿に

学校適正配置検討委員会で検討

　
そ
の
他
の
質
問

◦
町
制
60
周
年
事
業
に
つ

い
て

◦
五
百
石
保
育
所
の
改
築

に
伴
い
統
合
は

学
校
統
合

整
備
な
ど
の
ハ
ー
ド
事
業

を
実
施
す
る
。

　

県
か
ら
立
山
町
新
瀬
戸

地
区
を
含
め
県
内
３
カ
所

が
選
ば
れ
た
。
新
瀬
戸
で

は
越
中
瀬
戸
焼
や
池
田
浄

瑠
璃
、
陶
農
館
な
ど
の
優

れ
た
地
域
資
源
を
活
用
し

た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

事
業
計
画
を
検
討
し
て
い

る
。

教
育
長　
統
合
の
枠
組
み

は
、
こ
れ
か
ら
「
学
校
適

正
配
置
検
討
委
員
会
」
で

検
討
す
る
。
将
来
教
室
を

増
築
で
き
る
よ
う
に
校
舎

西
側
を
延
伸
し
や
す
い
構

造
に
す
る
。ま
た
、ス
ク
ー

ル
バ
ス
を
受
け
入
れ
ら
れ

る
よ
う
な
ロ
ー
タ
リ
ー
を

整
備
す
る
。
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議
員　
町
の
小
中
学
校
に

お
け
る
、
い
じ
め
等
に
よ

る
被
害
の
実
態
は
ど
う

か
。
ま
た
、
そ
の
把
握
は

ど
の
よ
う
に
行
な
っ
て
い

る
の
か
。
い
じ
め
ら
れ
る

側
の
視
点
で
と
ら
え
て
い

る
の
か
。い
じ
め
被
害
や
、

そ
の
未
然
防
止
の
た
め
の

対
応
策
は
。

教
育
長　
今
年
４
月
に
立

ち
上
げ
た
「
心
の
教
育
推

進
委
員
会
」
で
、
い
じ
め

を
生
ま
な
い
学
校
づ
く
り

や
、
い
じ
め
が
発
生
し
た

時
の
対
処
法
に
つ
い
て
具

体
策
を
協
議
す
る
。

　

各
学
校
で
は
、
明
る
く

居
場
所
の
あ
る
学
級
づ
く

り
や
、
道
徳
の
時
間
に
い

じ
め
問
題
を
取
り
上
げ
て

心
の
教
育
の
充
実
を
図
る

な
ど
、
い
じ
め
の
未
然
防

止
に
努
め
て
い
る
。

　

今
後
も
持
続
的
な
調
査

を
行
い
、
学
校
、
家
庭
、

地
域
、
関
係
機
関
な
ど
と

連
携
し
な
が
ら
い
じ
め
撲

滅
に
努
め
て
い
き
た
い
。

議
員　
地
獄
谷
周
辺
に
は
、

観
光
客
や
登
山
者
の
宿
泊

施
設
も
あ
る
。
旅
行
者
や

山
小
屋
関
係
者
な
ど
を
、

火
山
ガ
ス
の
影
響
や
事
故

か
ら
守
る
た
め
の
対
策
は
。

総
務
課
長　
環
境
省
は
本

佐藤康弘議員 一般質問

小・中学校のいじめ
未然防止のための対応策は

「心の教育推進委員会」を
立ち上げる

年
４
月
か
ら
、
地
獄
谷
遊

歩
道
を
通
行
禁
止
と
し
た
。

　

富
山
県
、
富
山
地
方
気

象
台
、
学
識
経
験
者
及
び

立
山
町
な
ど
で
構
成
す
る

立
山
室
堂
地
区
安
全
対
策

専
門
委
員
会
を
開
催
し
、

注
意
喚
起
す
る
標
識
の
増

設
、
火
山
ガ
ス
監
視
体
制

の
強
化
、
並
び
に
、
代
替

道
路
の
検
討
な
ど
を
協
議

し
て
い
る
。

消
防
署
長　
火
山
ガ
ス
事

故
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
し
、
山
岳
警
備
隊
・
環

防
災

地
獄
谷
周
辺
の
火
山
ガ
ス
対
策
は

火
山
ガ
ス
監
視
体
制
の
強
化
と

緊
急
救
出
訓
練
の
実
施

　
そ
の
他
の
質
問

◦
不
審
者
の
声
か
け
、付

き
ま
と
い
対
策
は

◦
学
校
給
食
放
射
性
物
質

調
査
は

◦
元
気
交
流
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
施
設
利
用
状
況
は

◦
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地

登
録
を
象
徴
す
る
取
り

組
み
は

◦
立
山
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
の

取
り
組
み
は

◦
除
雪
に
関
す
る
住
民
の

意
識
改
革
を

いじめ対策

境
省
・
山
小
屋
関
係
者
等

に
参
加
を
し
て
も
ら
い
、

室
堂
地
獄
谷
周
辺
で
緊
急

救
出
訓
練
を
実
施
す
る
。

　

今
後
も
、
関
係
機
関
と

連
携
を
と
り
な
が
ら
火
山

ガ
ス
災
害
発
生
時
の
対
策

に
万
全
を
図
り
た
い
。

地獄谷周辺の登山道

元気で仲よく遊ぶ子どもたち
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議
員　
ゴ
ミ
放
置
場
所
や

危
険
な
空
き
家
な
ど
問
題

箇
所
を
把
握
し
、
適
切
に

対
応
す
べ
き
で
あ
る
。

町
長　
不
法
投
棄
物
を
発

見
あ
る
い
は
通
報
が
あ
っ

た
場
合
、
撤
去
作
業
を
委

託
し
て
い
る
業
者
に
連
絡

し
、
速
や
か
に
撤
去
を

行
っ
て
い
る
。
危
険
な
空

き
家
に
つ
い
て
は
、
建
築

基
準
法
に
基
づ
き
県
に
対

し
、
改
築
・
移
転
・
除
去

な
ど
の
措
置
を
命
じ
る
よ

う
要
望
し
て
い
く
。

議
員　
下
段
地
内
に
お
け

る
問
題
箇
所
の
経
緯
は
。

町
長　
平
成
24
年
３
月
末

ま
で
に
撤
去
す
る
と
確
約

し
た
こ
と
を
信
用
し
て
推

移
を
見
守
っ
て
き
た
。
撤

去
の
誓
約
書
が
出
さ
れ
、

・
雷
鳥
大
橋
の
街
灯
管
理

は
・
宮
路
交
差
点
付
近
の
空

き
家
の
対
処
は

・
岩
峅
寺
駅
前
公
園
の
今

後
の
管
理
は

亀 山 彰議員 一般質問

業者に除雪機械の貸与と、
高齢者宅の雪おろし等に支援を

貸与経費の予算を計上
孤立しないよう除雪支援

議
員　
除
雪
業
者
に

機
械
を
貸
与
す
べ
き

で
あ
る
。
現
在
の
除

雪
体
制
で
万
全
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
の

か
。

　

高
齢
者
宅
の
除
雪

や
雪
お
ろ
し
に
積
極

的
に
関
与
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

建
設
課
長　
除
雪
機

械
を
業
者
に
貸
与
す

ゴ
ミ
放
置
場
所
・
危
険
な
空
き
家
、

把
握
と
対
応
を

法
の
整
備
が
な
い
と
困
難

そ
の
他
の
質
問

業
者
が
き
た
こ
と
か
ら
安

堵
し
て
い
た
が
、
そ
の
後

中
断
し
た
。
県
知
事
に
違

反
転
用
事
案
報
告
を
行
い

現
地
調
査
を
行
っ
た
。

　

ゴ
ミ
屋
敷
に
つ
い
て
は

全
国
に
同
じ
よ
う
な
事
案

が
多
数
あ
る
。
法
の
整
備

な
ど
が
な
い
と
対
応
が
困

難
で
あ
る
。

環
境
保
全

除
雪
対
応

土
曜
教
室
に

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
を

各
地
区
で
の
開
催
を
検
討

学
力
向
上

議
員　
土
曜
教
室
に
参
加

し
た
く
て
も
で
き
な
い
等

の
不
公
平
が
発
生
し
な
い

よ
う
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

運
行
等
を
考
え
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

教
育
長　
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
運
行
に
つ
い
て
は
、
難

し
い
状
況
で
あ
る
。
参
加

し
た
く
て
も
で
き
な
い
児

童
へ
の
配
慮
と
し
て
、
各

地
区
で
の
開
催
等
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

旧図書館での土曜教室

る
予
算
の
補
正
を
お
願
い

し
て
い
る
。
除
雪
路
線
の

見
直
し
や
統
合
な
ど
業
者

間
の
調
整
を
進
め
、
安
全

で
円
滑
な
道
路
交
通
の
確

保
に
努
め
る
。

　

高
齢
者
等
が
降
雪
時
に

孤
立
す
る
こ
と
が
な
い
よ

う
地
域
ぐ
る
み
の
除
雪
支

援
を
お
願
い
し
て
い
る
。

大型除雪機械



たてやま議会だより №457

議
員　
９
月
９
日
に
ア
メ

リ
カ
の
垂
直
離
着
陸
機
Ｍ

Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
に

反
対
す
る
沖
縄
県
民
大
会

が
開
か
れ
、
10
万
人
を
超

え
る
人
々
が
参
加
し
、
全

国
で
も
そ
れ
に
呼
応
し
て

反
対
集
会
が
開
か
れ
た
。

　

５
年
間
で
、
58
回
の
事

故
、
死
亡
事
故
も
４
件
起

き
て
い
る
。
一
番
の
欠
陥

と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
艦

議
員　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
と
は
、
住
宅
を

リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
住
民
に

自
治
体
が
一
定
額
の
助
成

を
す
る
も
の
。
住
民
に
歓

　
そ
の
他
の
質
問

・
志
賀
原
発
直
下
に
は

「
S
─

１
断
層
」と
い
う

活
断
層
の
可
能
性
の
指

摘
。
再
調
査
は
「
第
三

者
機
関
で
調
査
を
」
の

要
請
を　

・
ア
ス
ベ
ス
ト
は
徹
底
的

に
調
査
、
町
民
の
安
全

を　
・
元
気
交
流
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
利
用
価
値
向
上
に

つ
い
て　

・
不
平
・
不
満
が
多
い
。

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を

・
駅
前
活
性
化
に
、地
産
・

地
消
の
イ
ベ
ン
ト
を

・
人
口
減
少
対
策
に
つ
い

て・保
育
料
の
第
３
子
以
降

は
完
全
無
料
に

・
中
学
３
年
生
ま
で
の
通

院
医
療
費
を
無
料
に

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

（
学
童
保
育
）
を
立
山

小
学
校
区
に

・
新
婚
家
庭
に
月
額
１
万

円
の
家
賃
の
助
成
を

・「
少
子
化
・
人
口
減
少
対

策
室
」
の
設
置
を

・「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
に

つ
い
て

・
進
捗
状
況
は

・
町
の
現
状
に
こ
の
方
針

は
合
致
？

後藤智文議員 一般質問

他
人
事
で
は
な
い
オ
ス
プ
レ
イ
低
空
飛
行
訓
練

立
山
連
峰
、
黒
部
ダ
ム
上
空
通
過
に
反
対
を

国
の
専
権
事
項
に
口
を
は
さ
ま
な
い

観
光
へ
の
影
響
を
懸
念
　

地域経済の活性化を図るために
「住宅リフォーム助成制度」設立を

住環境は助成制度の活用
地域経済対策は融資制度などの利用を

迎
さ
れ
、
ま
た
、
工
事
は

地
元
の
中
小
建
築
業
者
に

発
注
す
る
の
が
条
件
な
の

で
、
仕
事
が
増
え
、
地
元

の
中
小
業
者
に
大
変
喜
ば

れ
て
い
る
。

　

現
在
、
自
治
体
の
３
割

ま
で
拡
が
っ
て
い
る
。
県

内
で
は
魚
津
市
、黒
部
市
、

朝
日
町
で
取
り
組
ま
れ
て

い
る
。

町
長　
立
山
町
で
は
、
住

環
境
の
整
備
と
し
て
、
同

居
者
の
介
護
を
し
や
す
く

す
る
た
め
の
「
住
宅
改
善

事
業
」、
木
造
住
宅
の
耐
震

改
修
の
経
費
を
助
成
す
る

「
木
造
住
宅
耐
震
改
修
支
援

事
業
」
な
ど
の
助
成
制
度

を
活
用
し
て
も
ら
う
。

　

地
域
経
済
対
策
と
し
て

は
、
町
内
事
業
者
へ
の
融

資
制
度
や
利
子
補
給
制
度

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　

現
段
階
で
は
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
を
設

け
る
予
定
は
な
い
。

安
全
・
安
心

船
上
で
使
う
こ
と
か
ら
回

転
翼
を
小
さ
く
し
た
た

め
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
エ
ン

ジ
ン
が
止
ま
っ
た
場
合
、

安
全
に
着
陸
で
き
る
オ
ー

ト
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
、
い

わ
ゆ
る
自
動
回
転
能
力
が

働
か
な
い
こ
と
に
あ
る
。

　

欠
陥
機
で
危
険
な
オ
ス

プ
レ
イ
が
立
山
連
峰
を
通

過
し
、
黒
部
ダ
ム
を
ポ
イ

ン
ト
に
低
空
飛
行
訓
練
を

行
う
こ
と
は
、
町
民
や
観

光
客
を
危
険
に
さ
ら
す
こ

と
に
な
る
。
安
全
を
守
る

立
場
の
町
長
は
反
対
す
べ

き
だ
。

町
長　
国
防
や
外
交
に
関

す
る
事
は
国
の
専
権
事
項

で
あ
り
、
沖
縄
へ
の
オ
ス

プ
レ
イ
配
備
に
つ
い
て
、

現
段
階
で
申
し
上
げ
る
こ

と
は
な
い
。

沖縄に配属されたオスプレイ

　

弥
陀
ヶ
原
・
大
日
平
を

含
む
国
立
公
園
地
域
を
低

空
飛
行
す
る
と
な
れ
ば
、

騒
音
な
ど
観
光
へ
の
影
響

を
懸
念
す
る
。

　

反
対
表
明
は
国
か
ら
の

情
報
が
な
く
、
答
弁
を
差

し
控
え
た
い
。

経
済
活
性
化
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議
員　
南
砺
市
か
ら
の
家

庭
ご
み
受
け
入
れ
に
対
す

る
条
件
等
を
再
確
認
す

る
。

◦
東
日
本
災
害
廃
棄
物
広

域
処
理
の
現
状
は

◦
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

指
摘
と
今
後
の
取
り
組

み
は

◦
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
、
全

国
大
会
等
の
優
勝
者
に

対
す
る
顕
彰
は

桑原米蔵議員 一般質問

広
域
圏
ご
み

南砺市の家庭ごみ
受け入れ条件の再確認を

輸送ルートは
広域圏内の対応と同様

企
画
政
策
課
長　
南
砺
市

か
ら
の
ご
み
受
け
入
れ
輸

送
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、

広
域
圏
内
の
対
応
と
同
様

で
あ
る
。
車
両
の
色
は
、

白
を
基
調
と
し
た
も
の
で

あ
る
。

　

ま
た
、
ご
み
の
分
別
収

集
の
徹
底
と
減
量
化
を
図

そ
の
他
の
質
問

議
員　
特
別
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
て
い
る
ニ
ホ

ン
カ
モ
シ
カ
の
適
正
管
理

の
見
通
し
は
。

農
林
課
長　
ニ
ホ
ン
カ
モ

シ
カ
は
特
別
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
捕
獲
等
が
禁
止
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
農

産
物
へ
の
被
害
が
年
々
増

加
し
、
農
作
物
の
栽
培
に

対
す
る
意
欲
が
減
退
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
耕
作
放

議
員　
住
宅
地
等
に
山
積

み
さ
れ
た
ご
み
、
い
わ
ゆ

る
ご
み
屋
敷
の
解
決
対
策

方
法
は
。

農
林
課
長　
ご
み
屋
敷
問

題
は
、
環
境
美
化
の
観
点

か
ら
何
度
も
文
書
等
で
指

導
し
て
い
る
。

棄
地
が
多
発
す
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
る
。

　

早
急
に
ニ
ホ
ン
カ
モ

シ
カ
の
特
定
鳥
獣
保
護

計
画
を
策
定
し
て
、
農

作
物
へ
の
被
害
防
止
対

策
を
図
る
よ
う
、
７
月

に
文
化
庁
と
富
山
県
に

強
く
要
請
を
し
た
。

　

今
後
の
見
通
し
に
つ

い
て
は
、
大
変
厳
し
い

部
分
も
あ
る
が
、
ね
ば

り
強
く
幾
度
も
働
き
か

け
て
い
く
。

　

宅
地
内
の
場
合
は
特
に

財
産
権
と
の
兼
ね
合
い
も

あ
り
、
対
応
に
苦
慮
し
て

い
る
。
生
活
環
境
の
悪
化

も
深
刻
で
あ
り
、今
後
も
、

地
域
住
民
と
相
談
・
協
力

し
て
粘
り
強
く
説
得
等
を

続
け
て
い
き
た
い
。

ご
み
屋
敷
対
策
は

対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
が

粘
り
強
く
説
得
し
て
い
く

環
境

ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
の
適
正
管
理
は

農
産
物
へ
の
被
害
防
止
対
策
を

文
化
庁
と
県
に
強
く
要
請

農
作
物
被
害

る
。
受
け
入
れ
期
間
は
本

年
10
月
か
ら
平
成
33
年
３

月
ま
で
。
受
け
入
れ
量
は
、

今
年
度
は
３
千
ト
ン
程
度
、

来
年
度
以
降
は
５
千
ト
ン

と
な
っ
て
い
る
。

農地内のニホンカモシカ

クリーンセンターの内部
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議
員　
富
山
県
に
来
る
予

定
の
が
れ
き
を
４
月
に
岩

手
県
山
田
町
へ
現
地
調
査

に
行
っ
て
、
見
て
き
た
も

の
は
、舟
橋
町
長
か
ら「
木

く
ず
」
と
説
明
を
受
け
、

き
れ
い
な
も
の
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
８
月
に
再
度

現
地
で
確
認
し
た
も
の
は

「
可
燃
物
」
で
あ
り
、
ビ

ニ
ー
ル
・
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
・
布
な
ど
が
混
じ
っ
た

も
の
だ
っ
た
。
岩
手
県
の

担
当
課
長
に
よ
る
と
、
初

め
か
ら
木
く
ず
と
可
燃
物

は
分
別
し
て
い
る
と
の
説

明
だ
っ
た
が
。

町
長　
富
山
地
区
広
域
圏

議
員　
西
日
本
で
現
在
が

れ
き
の
焼
却
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
は
な
い
。
検
討
し

て
い
る
県
も
北
陸
３
県
と

三
重
・
大
阪
・
福
岡
の
６

府
県
の
み
で
あ
る
。

　

６
月
議
会
で
は
「
30
以

石川孝一議員 一般質問

西
日
本
で
焼
却
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
な
い

風
評
被
害
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
る

立
山
町
だ
け
が
突
出
し
て
風
評
被
害
で

米
が
売
れ
な
く
な
る
と
は
感
じ
な
い

４月に見てきた　
きれいな木くずはなかったが

試験焼却をする場合は　
４月に見たものと同じか確認

上
の
都
道
府
県
で
も
広
域

処
理
に
つ
い
て
検
討
を
始

め
て
い
る
。
立
山
町
だ
け

が
突
出
し
て
目
立
つ
状
況

で
な
く
、
風
評
被
害
は
発

生
し
な
い
」
と
答
弁
し
て

い
る
。

風
評
被
害

震
災
が
れ
き

が
受
け
入
れ
を
検

討
し
て
い
る
災
害

廃
棄
物
は
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
木
材

を
チ
ッ
プ
化
し
た

も
の
、
い
わ
ゆ
る

「
木
く
ず
」
で
、

わ
ず
か
に
布
や

紙
・
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
を
含
む
も
の

だ
。
４
月
に
岩
手

県
山
田
町
を
視
察

し
た
際
に
は
、
実

際
に
手
に
取
り
ほ

　

現
在
、
西
日
本

で
は
検
討
し
て
い

る
の
は
６
府
県
の

み
で
あ
り
、
富
山

県
が
試
験
焼
却
す

る
と
風
評
被
害
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な

る
の
で
は
。

町
長　
コ
シ
ヒ
カ

リ
の
産
地
で
あ
る

新
潟
県
・
石
川
県
・

福
井
県
で
も
今
、
が
れ
き

等
の
受
け
入
れ
を
検
討

し
、
説
明
会
が
実
施
さ
れ

て
い
る
。
立
山
町
や
富
山

県
が
突
出
し
て
災
害
廃
棄

物
を
受
け
入
れ
る
わ
け
で

な
く
、
立
山
町
だ
け
が
突

出
し
て
風
評
被
害
に
よ
っ

て
米
が
売
れ
な
く
な
る
と

は
感
じ
て
い
な
い
。
西
日

本
に
お
い
て
も
受
け
入
れ

な
い
と
決
め
た
わ
け
で
な

く
検
討
し
て
い
る
最
中

だ
。

と
ん
ど
が
木
く
ず
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
た
。
皆
様

に
説
明
す
る
際
に
は
、「
ほ

と
ん
ど
木
く
ず
」
と
し
た

方
が
、
実
際
の
も
の
を
理

解
し
や
す
い
と
考
え
、
そ

の
よ
う
に
表
現
し
て
き

た
。
富
山
県
が「
可
燃
物
」

と
表
現
し
て
い
る
も
の
も

全
く
同
じ
も
の
を
言
っ
て

い
る
。

　

仮
に
試
験
焼
却
を
す
る

場
合
は
現
地
任
せ
で
な

く
、
当
時
見
た
も
の
と
同

じ
も
の
か
ど
う
か
確
認
す

がれき破砕選別施設

クリーンセンター周辺の農地

る
こ
と
に
な
る
。
見
た
感

じ
が
違
う
も
の
で
あ
れ

ば
、
私
ど
も
も
再
度
見
て

こ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



たてやま議会だより №45 10

町田信子議員 一般質問

議
員　
体
育
館
は
避
難
所

と
な
っ
て
い
る
が
、
天
井

や
照
明
器
具
な
ど
の
落
下

防
止
策
、
非
構
造
部
材
の

耐
震
化
を
進
め
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
か
。

町
長　
体
育
館
に
天
井
が

設
置
さ
れ
て
い
る
の
は
、

平
成
21
年
度
に
建
設
し
た

立
山
北
部
小
学
校
と
平
成

22
年
度
に
建
設
し
た
立
山

小
学
校
の
２
校
で
あ
る
。

天
井
下
地
材
は
、
金
属
製

で
あ
り
、
天
井
下
地
を
受

け
る
鉄
骨
梁
を
配
置
し
振

れ
止
め
材
を
一
定
の
間
隔

で
補
強
し
た
り
、
周
囲
の

す
き
間
を
設
け
る
な
ど
し

て
落
下
防
止
対
策
を
講
じ

て
い
る
。

　

照
明
器
具
に
つ
い
て

も
、
ボ
ル
ト
等
で
固
定
し

て
お
り
、
脱
落
防
止
を
講

じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　

引
き
続
き
学
校
施
設
の

非
構
造
部
材
の
耐
震
化
を

一
層
推
進
し
、
安
全
確
保

に
努
め
た
い
。

議
員　
元
気
交
流
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
が
オ
ー
プ
ン
し
て

３
カ
月
余
り
経
過
し
た
が
、

利
用
状
況
は
ど
う
か
。

企
画
政
策
課
長　
出
入
口

に
セ
ン
サ
ー
が
設
置
し
て

落下防止対策など
非構造部材の耐震化を進めよ

学校施設の耐震化は
安全性確保が第一

あ
る
。
一
人
あ
た
り
出
入

り
で
２
回
カ
ウ
ン
ト
さ
れ

る
の
で
、
総
数
を
２
で
割

り
、
さ
ら
に
同
じ
人
が
複

数
回
出
入
り
す
る
重
複
を

10
％
見
込
ん
で
来
館
者
を

推
計
し
た
と
こ
ろ
、
６
月

元
気
交
流
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

現
在
ま
で
の
利
用
状
況
は

お
お
む
ね
良
好
に
利
用
さ
れ
て
い
る

　
そ
の
他
の
質
問

◦
橋
梁
点
検
に
つ
い
て

・
長
寿
命
化
修
繕
計
画
策

定
は

・
修
繕
の
実
施
及
び
修
繕

の
計
画
は

◦
よ
し
み
ね
ゆ
～
ラ
ン
ド

に
つ
い
て

・
入
浴
料
金
は
高
い
と
聞

く
が
、サ
ー
ビ
ス
が
あ

る
の
か

・
足
湯
を
設
置
す
る
考
え
は

な
い
か
。

耐 震 化

が
７
５
、３
４
０
人
、
７
月

が
６
８
、７
３
０
人
、
８
月

が
６
４
、６
５
０
人
で
合
計

２
０
８
、７
２
０
人
が
来
館

さ
れ
た
と
推
計
し
て
い
る
。

今
の
と
こ
ろ
、
利
用
状
況

は
お
お
む
ね
良
好
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

議
員　
厚
生
労
働
省
の
発

表
で
は
、
認
知
症
高
齢
者

の
割
合
が
、
２
０
０
２
年

か
ら
10
年
間
で
倍
増
し
て

い
る
。
認
知
症
予
防
の
た

め
に
、
町
は
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
課
長　
予
防
事

業
と
し
て
、
高
齢
者
の
生

活
機
能
の
維
持
・
向
上
を

図
る
こ
と
、
要
介
護
状
態

に
な
る
の
を
防
ぐ
こ
と
を

目
的
に
、
集
落
や
地
区
公

民
館
・
元
気
交
流
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
お
い
て
、運
動
・

手
芸
な
ど
創
作
的
な
活
動

介
護

高
齢
者
が
元
気
で
暮
ら
す
た
め
に

町
と
し
て
の
取
り
組
み
は

新
た
な
予
防
教
室
も
始
め
る
予
定

や
頭
も
体
も
使
う
ゲ
ー
ム

な
ど
を
取
り
入
れ
た
介
護

予
防
教
室
を
開
催
し
て
い

る
。

　

今
年
度
か
ら
は
、「
元

気
だ
脳
」
の
ネ
ー
ミ
ン
グ

で
、
毎
週
１
回
６
カ
月
間

か
け
て
「
読
み
・
書
き
・

計
算
」
と
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
併
せ
た
教
室
を

２
カ
所
計
画
し
て
い
る
。

　

今
後
、
認
知
症
に
な
ら

ず
元
気
に
毎
日
を
過
ご
し

て
い
た
だ
け
る
取
り
組
み

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
。

元気な高齢者
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北
方
町
は
、
人
口
１
万

８
千
人
で
、
中
京
圏
の
住

宅
都
市
と
し
て
現
在
も
人

口
が
増
え
続
け
て
い
る
町

で
あ
る
。

　

平
成
21
年
12
月
議
会
に

お
い
て
、
岐
阜
県
で
最
初

に
議
会
基
本
条
例
を
制
定

し
た
。

　

議
会
の
活
性
化
を
め
ざ

し
て
、
町
民
と
の
意
見
交

換
会
や
町
側
の
積
極
的
な

　

今
回
視
察
し
た
、
小
坂

地
区
は
、
５
ｍ
以
上
の
滝

が
２
０
０
箇
所
以
上
あ

り
、
日
本
一
多
い
所
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
。

　

滝
め
ぐ
り
を
楽
し
む

コ
ー
ス
が
い
く
つ
も
あ
り
、

動
植
物
・
樹
木
・
魚
類
な

ど
の
採
取
禁
止
、
ゴ
ミ
の

　岐阜県北方町 　

８
月
10
日
に
岐
阜
県
北

方
町
を
訪
問
し
、
議
会
基

本
条
例
策
定
後
の
運
営
と

効
果
に
つ
い
て
、
研
修
を

行
っ
た
。

議会視察研修報告

開かれた議会をめざして
議会運営委員会　

岐
阜
県
下
呂
市

自
然
保
護
と
観
光
の
両
立

立
山
自
然
保
護
特
別
委
員
会
　

　

下
呂
市
は
、
人
口
が

３
万
５
千
人
、
市
の
９
割

が
山
林
と
い
う
こ
と
で
、

立
山
町
と
似
て
い
る
部
分

も
あ
り
、
下
呂
温
泉
や
御

嶽
山
な
ど
に
つ
い
て
は
、

観
光
資
源
と
し
て
の
活
用

と
自
然
保
護
を
両
立
し
て

い
る
。

発
言
を
認
め
る「
反
問
権
」

な
ど
を
規
定
し
て
お
り
、

自
由
討
議
を
重
視
す
る
内

容
に
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
す
べ
て
の
会
議
を
原

則
公
開
す
る
こ
と
で
、
開

か
れ
た
議
会
を
め
ざ
し
て

い
る
。

　

制
定
後
は
、
町
民
と
の

意
見
交
換
会
で
直
接
意
見

を
聞
く
機
会
が
で
き
た
こ

と
が
議
員
に
と
っ
て
刺
激

に
な
り
、
町
民
が
望
む
行

政
運
営
を
町
当
局
に
働
き

か
け
る
う
え
で
勉
強
に

な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

　
議
会
の
運
営
に
お
い
て

参
考
と
な
る
事
例
も
多
く

あ
り
、
有
意
義
な
研
修
で

あ
っ
た
。

 

参
加
者　

委
員
長　

窪
田
一
誠

副
委
員
長　

桑
原
米
蔵

委　
　

員　

佐
藤
康
弘

　

〃 　
　

町
田
信
子

〃 　
　

村
田　

昭

　

〃 　
　

高
嶋
清
光

議　
　

長　

坂
井
立
朗

　

８
月
９
日
に
、
岐
阜
県
下
呂
市

に
お
け
る
自
然
保
護
対
策
に
つ
い

て
研
修
を
行
っ
た
。

放
置
禁
止
、
タ
バ
コ
の
投

げ
捨
て
や
遊
歩
道
以
外
の

立
ち
入
り
を
禁
止
す
る
な

ど
し
て
、
自
然
環
境
の
保

全
に
努
め
て
い
る
と
の
こ

と
。

　

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
登

録
さ
れ
た
、
弥
陀
ヶ
原
湿

原
に
も
あ
て
は
ま
る
こ
と

だ
と
再
認
識
を
し
た
。

　
観
光
と
自
然
保
護
を
両

立
さ
せ
る
た
め
の
取
り
組

み
を
、
今
後
も
粘
り
強
く

推
し
進
め
る
こ
と
が
必
要

だ
と
感
じ
た
研
修
と
な
っ

た
。

 

参
加
者

委
員
長　

米
田
俊
信

副
委
員
長　

桑
原
米
蔵

委　
　

員　

坂
井
立
朗

　

〃 　
　

窪
田
一
誠

〃 　
　

村
田　

昭

〃 　
　

高
嶋
清
光

下呂市にて視察研修

北方町にて意見交換
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黄
金
色
に
満
ち
溢
れ
て
い
た
稲
の
収
穫
も

終
わ
り
、
豊
作
の
喜
び
に
一
年
の
苦
労
が
癒

さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。　

　

今
、
世
の
中
と
言
え
ば
、
声
の
届
か
な
い

政
局
、
混
迷
化
す
る
日
本
経
済
、
揺
ら
ぐ
日

本
外
交
、
原
発
事
故
へ
の
不
安
等
…
。
日
本

は
多
く
の
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
去
る
７
月
30
日
・
31
日
の
２
日
間
、

第
76
回
町
村
議
会
広
報
研
修
会
に
６
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
今
回
は
、「
伝
わ
る
！
わ

か
り
や
す
い
文
章
を
書
く
」
と
「
広
報
紙
に

お
け
る
レ
イ
ア
ウ
ト
表
現
の
基
本
」「
写
真

の
撮
り
方
」
な
ど
、
色
々
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
ま
し
た
。
議
会
広
報
の
役
割
と
意
義
に

つ
い
て
認
識
を
新
た
に
し
た
次
第
で
す
。
今

回
の
研
修
会
で
得
た
こ
と
を
活
か
し
て
、
町

民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ん
で
読
ん
で
も
ら
え
る

た
め
に
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
こ
れ
か
ら
も
よ
り

よ
い
紙
面
づ
く
り
に
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

 

（
町
田　
記
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　

伊
東
幸
一

副
委
員
長　

亀
山　

彰

委　
　

員　

佐
藤
康
弘

　

〃 　
　

石
川
孝
一

　

〃 　
　

後
藤
智
文

　

〃 　
　

町
田
信
子

あ と が き

立山町議会事務局
〒930–0292 富山県中新川郡立山町前沢2440
ホームページ http://www.town.tateyama.toyama.jp/　［議会会議録］もご覧ください。

議会や議会だよりに
ついてのみなさんの
ご意見・ご感想は

立山町議会内
議会だより係

TEL 462–9984（直通）
TEL 463–1121 ㈹
FAX 464–1118

◦
地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る

「
地
方
財
源
を
確
保
・
充
実
す

る
仕
組
み
」
の
構
築
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

提
案
理
由

　

二
酸
化
炭
素
吸
収
源
の
重
要

な
機
能
を
有
す
る
森
林
の
整

備
・
保
全
を
推
進
す
る
市
町
村

の
役
割
を
踏
ま
え
、「
地
球
温

暖
化
対
策
の
た
め
の
税
」
を
森

林
面
積
に
応
じ
て
、
配
分
す
る

仕
組
み
を
構
築
す
る
よ
う
政
府

に
求
め
る
。

◦
障
害
者
に
対
す
る
公
的
医
療

費
助
成
制
度
の
充
実
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

提
案
理
由

　

市
町
村
が
実
施
し
て
い
る
、

重
度
障
害
者
に
対
す
る
医
療
費

の
助
成
制
度
に
財
政
支
援
を
行

う
こ
と
。
ま
た
、
将
来
的
に
は

国
の
制
度
と
す
る
こ
と
。

　

自
立
支
援
医
療
の
市
町
村
民

税
非
課
税
所
帯
の
負
担
を
無
料

に
す
る
こ
と
を
政
府
に
求
め

る
。

◦
決
算
特
別
委
員
会
の
設
置
及

び
付
託
に
つ
い
て

提
案
理
由

　
　

平
成
23
年
度
の
決
算
審
査
及

び
決
算
認
定
の
た
め
委
員
会
設

置
と
議
案
の
付
託
を
す
る
。

　９月定例会で、特別委員会の設置と決
算審査について付託がなされた。
　審査の対象は、一般会計と、国民健康
保険事業・後期高齢者医療事業・墓地公
園事業・地域開発事業・農業集落排水事
業の特別会計、及び水道事業会計である。

町の平成23年度一般会計歳入歳出
決算額は
歳入　１３９億３８３万４，７８９円
歳出　１２９億９７２万１，６９６円であった。
　実質収支は、２億２,９４４万６，０９３円
の黒字となっている。

　決算特別委員会は、９月28日から10月
５日までの期間で開催され、行財政全般
にわたり審査を行った。
　審査の結果については、12 月定例会に
おいて採決されることになる。

　決算特別委員会の委員
　　　委員長　　窪田一誠
　　　副委員長　桑原米蔵
　　　委　員　　亀山　彰　 佐藤康弘
　　　　　　　　後藤智文　 町田信子

採�

択

全
員
賛
成

決算特別委員会
を設置

議
員
提
出
議
案


